
 

(1)  

(2)  

(3) ２時間３４分２２秒 ÷２＝　　　　　　時間　　　　　　分　　　　　　秒 

(4) 何人かの子どもに色紙を分けるのに、１人４枚ずつ配ると１８枚余り 
 ますが、１人６枚ずつ配ると、余りがなくちょうど配ることができます。 
 このとき、子どもは 　　   人います。 

(5) 何人かの子どもに色紙を分けるのに、１人８枚ずつ配ると１６枚不足した 
 ので、１人６枚ずつ配ると、余りがなくちょうど分けることができました。 
 このとき、子どもは  人います。 

(6) 何人かの子どもにみかんを分けます。１人３個ずつ配ると２０個余りますが、 
 １人７個ずつ配ると、余りがちょうどなく配ることができました。 
 このとき、みかんは　　　　　　個あります。 

(7) 何人かの子どもにえんぴつを分けるのに、１人４本ずつ配ると６本不足したので、 
 １人３本ずつ配ると、余りがなくちょうど配ることができました。 
 このとき、えんぴつは　　　　　　本あります。 

(8) 何人かの子どもにりんごを分けるとき、１人に６個ずつ配ると１０個余り 
 ましたが、１人に８個ずつ配ると１２個不足しました。 
 このとき、子どもは　　　　　　人います。 

(9) １個５０円のみかんと１個１１０円のりんごを同じ個数ずつ買うと、みかんと 
 りんごの代金の差が５４０円になりました。 
 このとき、みかんとりんごをそれぞれ　　　　　　個ずつ買いました。  

(10) １本２５０円のお茶と１本３００円のジュースを、お茶の本数がジュースの本数 
 よりも４本多くなるように買ったところ、代金はお茶の方が５００円高く 
 なりました。このときジュースは　　　　　　本買いました。 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8/15 (1) 10  (2) 5  (3) 1(時間)17(分)11秒  (4) ９  (5) ８ 
       (6) ３５  (7) １８  (8) １１ (9) ９  (10) １０ 

解説 
　(1) 

  

  

  　  

  

   　  

  
 
　(2) 
  よりかっこの中は 
  で17となるため 
                    となり、                の値は 
                    で20となる。 
 よって、                なので　　　　　   
 答えは5となる 

　(4)１人に追加で２枚配ると、余りが１８枚減るので１８÷２＝９人となる。 
　(5)１人に配る枚数を２枚減らすと１６枚の不足がなくなるので 
　　 １６÷２＝８人となる。 
　(６)１人に追加で４個配ると、余りが２０個減るので２０÷４＝５人となる。 
 よってみかんの個数は７×５＝３５個となる。 
　(７)１人に配る本数を１本減らすと６本の不足がなくなるので 
　　 ６÷１＝６人となる。よってえんぴつの本数は３×６＝１８本となる。 
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(8) 
子どもの人数を□人として、問題文から図を書くと 

上の図になります。また、１人分のりんごの個数の差は８-６＝２個となります。 
子どもの人数を□人としたときのりんごの個数の差は２×□と表すことができ、差は図か
ら余りの１０個と足りない分１２個を足した１０＋１２＝２２個となります。 
よって２×□＝２２となり、□は１１で、子どもの人数は１１人となります。よって答え
は１１人になります。 

(９)それぞれ１個ずつ買うと６０円の差がつくので、５４０円の差がつくためには 
 ５４０÷６０＝９個となる。よってみかんとりんごは９個ずつ買ったことになる。 

(10) 
買ったお茶ととジュースの個数を□個として、まずお茶とジュースの金額差を考えます、 
お茶のほうが５００円高いですが、お茶は４本多く買っているので、 円だ
け多く買っていることになります。つまり同じ本数だけ買うと値段はお茶のほうが 
1000-500の500円だけ安いので、そこから図を書くと 

250 × 4 = 1000

6個ずつ配る

8個ずつ配る

子どもの人数を□人とすると

6×□

8×□

差：22個

自分の持っている個数

お茶の代金

ジュースの代金

買った本数を□本とすると

250×□

300×□

差：500円



上の図になります。また、お茶とジュース１本分の差は 円となります。 
お茶とジュースは１本につき差が５０円大きくなるので、□本買ったときの差は 

と表すことができます。また図から代金の差は５００円とわかるので 
となり、□は 本と求まります。 

よって答えは１０本ジュースを買ったとなります。 
　 

300 − 250 = 50

50 × □

50 × □ = 500 500 ÷ 50 = 10


